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Ⅰ . 緒言
1．青年期にある大学生の発達課題とメンタルヘ
ルスに関する現状
　服部 (2000) は、「大学生は青年期に位置し、そ
の発達危機は“自我同一性対役割の混乱”である。
子どもから大人への移行期という不安定な時期ゆ
えに、自我同一性の過程で動揺し、課題を達成で
きず役割の混乱の方が大きいと、生きる意味がわ
からなくなり、病理現象に陥る危険性が増す」と
述べている。また、近年、大学生の自尊感情は
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　本研究は構成的グループ ･ エンカウンターとピア ･ カウンセリングを枠組みとした授業を行い、受講前
後での学生の心理的変化について明らかにすることを目的とし、質問紙と自由記述内容を分析した。結
果：学生 18 名の質問紙調査の結果では、フェイススケール得点は有意に低下し、より笑顔の表情となっ
た。自尊感情と自己効力感の尺度得点は、受講後の方が両方とも平均得点は上昇していたが、有意差は認
められなかった。自由記述内容の分析から、【エンカウンターの効果】【スキル獲得の効果】【ピアの効果】
【受講による変化】【その他の気持ち】の 5 のカテゴリー、21 のサブカテゴリー、1023 のコードが抽
出された。考察：学生は受講により、【エンカウンターの効果】【スキル獲得の効果】【ピアの効果】の学
びと実感を深め、それが【受講による変化】につながり、自身の変化や挑戦する気持ち等の前向きな気持
ちへと変化したと考えられた。
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年々低下しているという報告（小塩ら ,…2014）も
あり、メンタルヘルスが課題となっている。ある
大学のメンタルヘルス相談は年間 1500 件との報
告（三宅ら ,…2015）もあり、大学生に対する心理
的な支援の必要性が伺える。さらに、中村 (2011)
は「1996 年から自殺は大学生の死因の第 1位を占
めており、最近の若者に見られる自己評価の低
下、社会的孤立や生命軽視の傾向は、今後とも大
学生の自殺危険性を上昇させる危険性がある」と
報告しており、その対策は急務である。また、服
部 (2000) は「葛藤と不安にあっても、確かな自己
評価と自尊感情に基づく自我同一性が確立されて
いくことが、青年期の発達のために望まれる」と
述べていることからも、大学生に対し、確かな自
己評価や自尊感情を高められるような機会の提供
等、具体的な支援が必要である。
2．本研究での授業の枠組みと意義
　厚生労働省の「健やか親子 21」の基本理念に
は、ヘルスプロモーションが置かれており、高
村（2015）は、「若者一人ひとりに人生の坂道があ
り、その坂道のゴールに豊かな人生（QOL）がある。
坂道を登る原動力は、彼ら自身の主体的な自己決
定能力であり、その力が最大限に発揮できるよう
な環境づくりが私たち専門職に課された役割であ
る」と述べている。また、國分 (1981) は、現代は
核家族により感情の交流の対象が少なくなり、感
情の処理が難しくなっているため、他人と家族の
ように親しく交流する場として、グループ・エン
カウンターの必要性を述べている。さらに、高村
(2009) は、構成されたメンバーによるエクササイ
ズ（演習）を通じた自己・他者との本音の気づき
や交流をする“構成的グループ・エンカウンター”
（以下、エンカウンターとする）を取り入れ、豊か
な人生 (QOL) を探すことを目的とした健康教育プ
ログラムを開発した。高村 (2009) は、プログラム
のねらいを「参加者自身がQOL を探すプロセス
の中で、自分を見つめ直したり潜在能力に気づい
たりして自信を持つこと、そして自分を愛するよ
うになること、さらには探し出したQOL 達成へ
向かって主体的に行動変容することにエンパワメ
ントされて生き生きすることにある」と述べてい
る。このプログラムで使用されるエンカウンター
では、6つのねらい（①自分自身や自分の本音を
知り受け入れる、②自分を表現する・自分を伝え
る、③本音を主張する、④他者を知る・他者の本
音を受け入れる、⑤他者を信頼する、⑥他者との
関わりを持つ）を体験できるように構成されてい
る。また、プログラムの評価指標は、フェイス
スケール、Self-Esteem（以下、自尊感情とする）、
一般性 self-efficacy（以下、自己効力感とする）で
あり、準実験デザインによる研究結果から、その
効果が確認されている。
　厚生労働省の健やか親子 21（第 2次）基盤課題
Bにおいて 10 代の自殺死亡率に対する対策の一
つにピアサポートが位置づけられていることから、
学生自身がピアサポートできる存在となることを
ねらい、本研究の授業では、“ピア・カウンセリ
ング”の手法を用いることを選択した。ピア・カ
ウンセリングは、ピア（仲間）意識をもって心の
健康に関する知識と共に、アクティブリスニング
と問題解決スキルを用いて行う相談活動のことで
ある。
　したがって、上記の“エンカウンター”と“ピア・
カウンセリング”を授業の枠組みとし、これらの
手法を用いた授業を実施することは、学生の自己
理解や自己受容、自尊感情・自己効力感・QOL
の向上につながることが期待される。加えて、受
講前後での学生の心理的変化を明らかにすること
は、学生理解を深め、今後の学習支援を検討する
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一助となり、意義があると考える。
3．授業の構成
　授業は、エンカウンターとピア・カウンセリン
グの手法を用いたプログラムを段階的に学習でき
るように 3 部構成とし、A大学の共通総合演習
科目（自由選択）2単位 15 回として後期に開講し
た。構成内容は、「1. 自己効力感とエンパワメン
ト理論・自己理解と関係づくりのエンカウンター
（1～ 4回）」「2. ピア・カウンセリングの基礎と実
践（5～ 10 回）」「3. 自分の夢の実現に向けた自己・
他者理解のエンカウンター（11 ～ 15 回）」とした。
授業の実施にあたっては、研究者 1名が日本家族
計画協会主催の「自己効力感を高める主体的な行
動変容を支える健康教育実践セミナー（2日間）」
と「ピア・カウンセラー養成者養成セミナー（…5
日間）」の研修を修了した。さらに、健康教育プ
ログラム（高村 ,…2009）とピア・カウンセリング実
践マニュアル（高村 ,…2015）の使用にあたり、作成
者の許可を得た。
　授業の初回時には、参加した学生に対して、9
項目のグランドルール（守秘義務を守る、自分の
ペースで参加する、批判的決めつけにならない等）
に基づいた授業であることを説明し、安心して参
加できる場であることを強調して伝えた。また、
授業の開始時にはゲームを行うなど、学生の緊張
をできるだけ和らげるように工夫した。教員は
ファシリテーター役をつとめ、演習の後には必ず
発表やシェアリングの時間を設け、個人と集団の
理解が深まるように努めた。教室は自由に机と椅
子を移動でき、配置を変更できるタイプとし、雰
囲気作りのために適宜音楽を流した。
4．研究目的
　本研究は、エンカウンターとピア・カウンセリ
ングを用いた授業を実施し、受講前後での学生の
心理的変化について明らかにすることを目的とし
た。
Ⅱ . 研究方法
1．研究対象
　授業を受講したA大学の 2年生から 4年生の学
生 18 名を対象とした。
2．調査期間
　平成27年 9月 15日から平成28年 1月 19日まで。
3．調査内容と方法
　研究デザインは、トライアンギュレーション
デザインを用いた。このデザインの目的は、研
究課題を最もよく理解するために「同じトピッ
クに関する異なるが補足的なデータを得ること」
（Creswell.…J.…W.…&…Plano…Clark.…V.…L.…2007/2010）
にある。本研究では、量的データとしてフェイ
ススケール・自尊感情・自己効力感の各尺度得
点、質的データとして学生の自由記述内容を用い
た。学生の自由記述内容は、①毎回の授業後の感
想シート（気づき・学び等）、②ピア・カウンセリ
ング演習シート（スキルの振り返り等）、③中間レ
ポート（自分の考察・受講前との違い・新たな発
見等）、④最終レポート（授業を通じて学んだこ
と・実践を通じた学び・受講前後の変化等）に記
載された内容とした。また、質問紙の内容は以下
の 3 種類とし、第 1 回授業開始時、及び第 15 回
授業終了時に、それぞれ配布と回収を行った。
1) フェイススケール
　フェイススケールは、主観的にQOL を評価す
るための指標として、Lorish ら (1986) が開発した
20 段階の表情からなる尺度を使用した。得点が低
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いほど表情は笑顔となり、QOLが高いことを示す。
2) Self-Esteem（自尊感情）
　自尊感情は、Rosenberg の簡易版自尊感情尺度
（Rosenberg…M,…1965）26 項目から、日本人の気質
に合った項目を 10 項目選び、信頼性・妥当性が
検証された星野 (1970) の日本語版尺度を使用した。
回答は、「そう」から「ちがう」までの 4件法を用
いた尺度（得点範囲は 10 ～ 40 点）であり、得点
が高いほど自尊感情が高いことを示す。
3) 一般性 self-efficacy（自己効力感）
　一般性 self-efficacy は、坂野ら (1986) によると、
個人の一般的な認知された Self-efficacy の強さで
あり、16 項目で構成される信頼性・妥当性の検証
された尺度（坂野ら ,…1986）を使用した。回答は、
「はい」「いいえ」の 2件法を用いた尺度（得点範
囲は 0 ～ 16 点）であり、得点が高いほど一般性
self-efficacy（自己効力感）が高いことを示す。
4．分析方法
　フェイススケール・自尊感情・自己効力感の各
尺度得点は、SPSS…Statistics…Base…Ver22.0 を使用
し、Wilcoxon の符号付順位検定を行い、有意確率
は 5％水準として分析した。自由記述内容につい
ては、2名の看護大学教員により、インビボコー
ディングを行い、カテゴリー化し、質的記述的に
分析した。このうち、エンカウンターに関する記
述内容については、この授業で使用されるエンカ
ウンターの 6つのねらいの効果を確認するため、
分類されたサブカテゴリー名は、6つのねらいと
同様の表記として分析した。さらに、全てのサブ
カテゴリーに含まれる各コード数をカウントして、
その割合を算出した。
5．倫理的配慮
　授業開始時に、研究のために提出物と質問紙の
回答内容を使用すること、研究の参加は自由であ
ること、同意の可否は成績評価に一切関係ないこ
と、成績評価が終了した後に分析を行うこと等を
口頭・文書にて説明し、同意書が得られた者を対
象とした。提出物と質問紙は、回収時は記名式で
あるが、データの分析・公表の際には個人が特定
されないように注意し、データは研究室の鍵のか
かる場所で保管する等、データの取り扱いについ
ては十分に配慮した。本研究は、「創価大学人を
対象とする研究倫理委員会」の承認を得た。（承
認番号：28034）
Ⅲ . 結果
1．対象の属性
　研究参加の同意が得られた学生 18 名中、2・3
年生は 10 名、4 年生は 8 名であり、女子は 12 名
（66.7％）、男子は 6名（33.3％）であった。また、
所属学部は、経営学部、法学部、経済学部、文学
部、教育学部であった。
2．各尺度得点の受講前後での比較（表 1）
1) フェイススケール
　受講後のフェイススケール得点が、低下した
者は 13 名（72.2％）、変化のなかった者は 2 名
（11.1％）、上昇した者は 3 名（16.7％）であっ
た。フェイススケールの平均得点は、受講前 5.6
点、受講後 3.9 点であり、受講後の方が有意に平
均得点は低下していた（p=.040）。学年別にみた平
均得点では、2・3年生は受講前 6.1 点、受講後 2.9
点であり、4年生は受講前 5.0 点、受講後 5.3 点で
あった。また、受講後のフェイススケール得点が
低下したのは、2・3 年生は 9名（90.0％）、4年生
は 4名（50.0％）であった。
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2) 自尊感情
　受講後の自尊感情尺度得点が上昇した者は 12
名（66.7％）、変化のなかった者は 3名（16.7％）、
低下した者は 3名（16.7％）であった。自尊感情尺
度の平均得点は、受講前 27.8 点、受講後 29.3 点で
あり、受講後の方が上昇していたが、有意差は認
められなかった（p=.053）。学年別にみた平均得点
では、2・3 年生は受講前 28.8 点、受講後 30.2 点
であり、4年生は受講前 26.5 点、受講後 28.0 点で
あった。また、受講後の自尊感情尺度得点が上昇
したのは、2・3 年生は 6 名（60.0％）、4 年生は 6
名（75.0％）であった。
3) 自己効力感
　受講後の自己効力感尺度得点が上昇した者は
10 名（55.6％）、変化のなかった者は 4名（22.2％）、
低下した者は 4名（22.2％）であった。自己効力
感尺度の平均得点は受講前 9.3 点、受講後 10.6 点
であり、受講後の方が上昇していたが、有意差は
認められなかった（p=.062）。学年別にみた平均得
点では、2・3 年が受講前 9.0 点、受講後 11.7 点で
あり、4年生は受講前 9.7 点、受講後 9.1 点であっ
た。また、受講後の自己効力感尺度得点が上昇し
たのは、2・3 年生は 9名（90.0％）、4年生は 1名
（12.5％）であった（表 1）。
3．自由記述内容からみた受講後の効果や変化
　学生の自由記述内容を分析した結果、【エンカ
ウンターの効果】【スキル獲得の効果】【受講による
変化】【ピアの効果】【その他の気持ち】の 5 のカテ
ゴリー、21 のサブカテゴリー、1023 のコードを
抽出した（表 2）。それぞれのカテゴリーの内容に
ついて、受講による効果や変化に着目して、以下
に記述する。カテゴリーは【　】、サブカテゴリー
は『　』で示す。
1) 【エンカウンターの効果】
　【エンカウンターの効果】は、エンカウンター
の 6つのねらいを表す内容を示し、6のサブカテ
ゴリーから構成され、379 のコード（37.0％）が抽
出された。サブカテゴリーは、コード数の多い順
に、『自分を知る・自分の本音を受け入れる』は
117 コード（11.4％）、『他者を知る・他者の本音を
受け入れる』は 82 コード（8.0％）、『自分を表現
する・自分を伝える』は 51 コード（5.0％）、『他
者との関わりを持つ』は 48 コード（4.7％）、『他
者を信頼する』は 47 コード（4.6％）、『本音を主
張する』は 34 コード（3.3％）であった。これら全
てのサブカテゴリーの内容については、学生全員
が記述していた。具体的な記述内容は、『自分を
知る・自分の本音を受け入れる』では、「短所だ
と思っていたことも長所ともとれることに気づい
た」等であった。
表１　各尺度得点の受講前後での比較
尺度 時期 平均点 標準偏差 95％信頼区間 中央値 分散
最小値―
最大値
四分位
範囲
有意確
率
フェイス
スケール
受講前 5.61 2.83 4.20 - 7.09 6.00 8.02 1.00 - 13.00 4.25
0.040 ＊
受講後 3.94 3.8 2.05 - 5.83 6.00 14.41 1.00 - 18.00 3.00
自尊感情
受講前 27.75 4.73 25.39 - 30.10 26.50 22.42 19.00 - 37.00 6.50
0.053 ns
受講後 29.25 5.45 26.53 - 31.96 29.50 29.77 21.00 - 38.00 8.25
自己効力感
受講前 9.33 2.66 …8.01 - 10.65 10.00 7.06 4.00 - 13.00 4.25
0.062 ns
受講後 10.56 2.57 …9.28 - 11.83 10.50 6.61 5.00 - 15.00 3.25
Wilcoxonの符号付順位検定　＊:ｐ<0.05　ns:有意差なし
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2) 【スキル獲得の効果】
　【スキル獲得の効果】は、ピア・カウンセリング
やエンカウンターから得られたスキルに関する内
容を示し、4のサブカテゴリーから構成され、341
のコード（33.3％）が抽出された。コード数の多
い順に、『スキルの学び・気づき』は 153 コード
（15.0％）、『スキル獲得の確信・自信』は 98（9.6％）
コード、『スキル獲得の楽しみ・喜び』は 56 コー
ド（5.5％）、『スキルの課題・難しさ』は 34 コー
ド（3.3％）であった。これら全てのサブカテゴリー
の内容については学生全員が記述していた。具体
的な記述内容は、『スキルの学び・気づき』では、
「相手の感情を掘り下げていくと、悩みの根本に
気づいていったのですごいと思った」等であった。
3) 【受講による変化】
　【受講による変化】は、受講後に感じた自分の内
面的変化に関する内容を示し、5のサブカテゴリー
から構成され、204 のコード（19.9％）が抽出され
た。サブカテゴリーはコード数の多い順に、『自
身の変化』は 89 コード（8.7％）、『挑戦する気持
ち』は 44 コード（4.3％）、『生活や社会での活用
や意欲』は 25 コード（2.4％）、『他者への関心や
尊重』は 25 コード（2.4％）、『未来への希望』は
21 コード（2.1％）であった。『自身の変化』『挑戦
する気持ち』『生活や社会での活用や意欲』の内
容については、学生全員が記述していた。具体的
な記述内容は、『自身の変化』では、「アイデン
ティティが落ち着いた感じになった」「自分と相
表２　学生の自由記述内容の項目別割合
カテゴリー サブカテゴリー コード数 ％ 小計（％）
エンカウンター
の効果
自分を知る・自分の本音を受け入れる 117 11.4%
379
（37.0％）
他者を知る・他者の本音を受け入れる 82 8.0%
自分を表現する・自分を伝える 51 5.0%
他者との関わりを持つ 48 4.7%
他者を信頼する 47 4.6%
本音を主張する 34 3.3%
スキル獲得の
効果
スキルの学び・気づき 153 15.0%
341
（33.3％）
スキル獲得の確信・自信 98 9.6%
スキル獲得の楽しみ・喜び 56 5.5%
スキルの課題・難しさ 34 3.3%
受講による
変化
自身の変化 89 8.7%
204
（19.9％）
挑戦する気持ち 44 4.3%
生活や社会での活用や意欲 25 2.4%
他者への関心や尊重 25 2.4%
未来への希望 21 2.1%
ピアの効果
仲間意識の高まり 39 3.8% 61
（6.0％）仲間の存在 22 2.2%
その他の
気持ち
緊張や不安 14 1.4%
38
（3.7％）
参加しやすい授業の雰囲気 13 1.3%
学びたい意欲 8 0.8%
不全感 3 0.3%
合計 1023 100.0% 1023（100.0％）
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手に向き合えるようになった」「聴く姿勢が変わっ
た」「親との関係が良くなった」等であった。
4) 【ピアの効果】
　【ピアの効果】は仲間意識に関する内容を示
し、2のサブカテゴリーから構成され、61 のコー
ド（6.0％）が抽出された。サブカテゴリーはコー
ド数の多い順に、『仲間意識の高まり』は 39 コー
ド（3.8％）、『仲間の存在』は 22 コード（2.2％）で
あった。『仲間意識の高まり』の内容は、学生全
員が記述していた。具体的な記述内容は、『仲間
意識の高まり』では「回数を重ねる毎に仲間との
距離感の縮まりを感じた」等であった。
5) 【その他の気持ち】
　【その他の気持ち】は、『緊張や不安』『参加しや
すい授業の雰囲気』『学びたい意欲』『不全感』の
4 のサブカテゴリーから構成され、38 のコード
（3.7％）が抽出された。
Ⅳ . 考察
1．学生の受講前の心理的特徴
　高村（2009）の評価指標の評定を用いると、受
講前の学生は、フェイススケールの平均得点は
5.6 点であり、“少し笑顔”の表情であった。また、
自尊感情尺度の平均得点は 27.8 点であり、“自尊
感情がやや高い”状態（26 点～ 29 点）であった。
これは、大学 1・2 年生 150 名を対象とした調査
報告（豊田ら ,…2004）が示している自尊感情尺度
の平均得点 25.9 点と比べても、約 2ポイント高い
結果となっていた。さらに、自己効力感尺度の平
均得点は 9.3 点であり、“自己効力感が高い傾向に
ある”…状態（9～ 11 点）であった。これは、大学
1～ 4年生 278 名を対象とした調査報告（坂野ら ,…
1986）が示す自己効力感尺度の平均得点 6.58 点と
比べても、約 3ポイント高い結果となっていた。
これらのことから、対象とした学生は、受講前の
特徴として、自尊感情はやや高い状態であり、自
己効力感は高い傾向にある集団であった。
2．各尺度得点からみた受講前後での心理的変化
　受講後の調査結果から、フェイススケールの平
均得点は 3.9 点であり、“少し口角の上がった笑
顔”の表情を表していた。また、受講後の方が受
講前に比べて、有意に平均得点が低下したことか
ら、受講後のQOLの高まりを確認することがで
きた。一方で、自尊感情と自己効力感の各尺度得
点は、両方とも受講後の方が受講前に比べて平均
得点が上昇していたが、有意差は認められなかっ
た。同様のプログラムを用いたピア・エデュケー
ションを受講した高校生 77名を対象とした調査報
告（前田ら ,…2007）では、自尊感情と自己効力感の
各尺度得点を分析した結果、低得点群は、受講後
の平均得点が有意に上昇していた（p<.05）。一方、
高得点群では、受講前後の平均得点の比較におい
て有意差は認められなかった。このことから、受
講前の時点で自尊感情や自己効力感が高い傾向に
ある学生の場合は、受講前後での得点からみた心
理的変化を捉えることが難しいことが推察された。
　学年別に各得点の変化をみると、自尊感情尺度
の平均得点は、2・3年生と 4年生ともに、受講前
後の方が受講前に比べて上昇したが、受講前後と
もに 2・3年生の方が 4年生に比べて平均得点が高
かった。しかし、小塩ら (2014) による自尊感情尺
度得点のメタ分析の結果では、自尊感情は大学生
より中高生の方が低く、成人の方が高いことが確
認されていることから、一般的には自尊感情は年
齢を重ねる毎に上昇していくのではないかと考え
られた。また、自己効力感尺度の平均得点は、受
講前では 4年生の方が 2・3 年生より高く、受講
後では 2・3年生の方が 4年生より高かった。さら
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に、受講前後での比較では、4年生は平均得点が
やや低下したが、2・3年生は平均得点が上昇した。
このことから、2・3年生の方が 4年生より平均得
点が上昇し、得点が上昇した者の割合が多かった。
以上から、大学生を対象として、できるだけ低い
学年でエンカウンターとピア・カウンセリングを
用いた授業を行うことで、学生の自尊感情や自己
効力感をより高められることが推察でされた。
3．自由記述内容からみた受講後の心理的変化
1) 授業構成による効果
　まず、【エンカウンターの効果】のコードは、自
由記述内容の 37％を占め、最も多く認められた。
さらに、6つのねらいと同様の 6つのサブカテゴ
リー、『自分を知る・自分の本音を受け入れる』
『他者を知る・他者の本音を受け入れる』『自分を
表現する・自分を伝える』『他者との関わりを持
つ』『他者を信頼する』『本音を主張する』の内容
について、学生全員が全ての経験をして、その効
果を実感していたことを表す記述内容が認められ
た。このことから、【エンカウンターの効果】を確
認することができた。その中でも『自分を知る・
自分の本音を受け入れる』が最も多く、コードの
内容から学生全員が自己を見つめ、自己を受容す
ることができたと考えられた。豊田ら (2004) は、
自己概念は、他者からの評価や承認や、他者との
コミュニケーションのあり方により作りあげられ、
自尊感情も、その例外ではないと述べている。本
研究においても、エンカウンターの手法を用いた
ことで、自己・他者との本音の気づきや交流を深
めることができ、このことが自尊感情尺度得点の
上昇につながった可能性があると考えられた。
　次に、【スキル獲得の効果】のコードは、自由記
述内容の約 33％を占め 2番目に多く、これに含ま
れる 4のサブカテゴリーの内容についても、学生
全員の記述内容が認められた。その中でも、『ス
キルの学び・気づき』が最も多く、学生はスキル
を学び使用することで『スキルの課題・難しさ』
を感じながらも、『スキル獲得の確信・自信』や
『スキル獲得の楽しみ・喜び』を実感していたと
考えられた。このことから、【スキル獲得の効果】
を確認することができた。野嶋 (1996) は、自己効
力感は、個人がある状況において必要な行動を効
果的に遂行できる可能性の認知であると述べてい
る。受講により、学生が新たなスキルを獲得した
ことは、『スキル獲得の確信・自信』となり、こ
のことが自己効力感尺度得点の上昇につながった
可能性がある。一方で、『スキルの課題・難しさ』
も学生全員が感じていたことや、一部の学生には
自己効力感の低下が認められたことから、学生が
新たに学んだスキルの課題や難しさを、少しでも
軽減できるように工夫する必要がある。また、本
研究では学生個々の心理的変化に着目した分析を
目的としていないため、今後は個々の学生の心理
的変化についても検証していく必要がある。
　さらに、【ピアの効果】のコードは自由記述内
容の 6％であり、その割合は少なかったが、学生
全員が『仲間意識の高まり』を感じることができ、
一部の学生は『仲間の存在』も感じていた。受講
した学生はエンカウンターとピア・カウンセリン
グを通して、授業回数を重ねる毎に【ピア効果】を
感じられるようになったと考えられた。
　以上から、自由記述内容を分析した結果、授業
の枠組みとしたエンカウンターとピア・カウンセ
リングのプログラム、及びピアサポートの手法を
用いた授業構成による効果は、【エンカウンター
の効果】【スキル獲得の効果】【ピアの効果】として、
確認することができた。
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2) 受講による変化
　【受講による変化】のコードは自由記述内容の約
20％を占め、3番目に多かった。学生全員に記述
がみられた内容から、学生は受講により、『自身
の変化』や、『挑戦する気持ち』を感じ、学んだ
スキルや態度は『生活や社会での活用や意欲』に
つながり、前向きな気持ちになっていたと考えら
れた。また、一部の学生は『他者への関心や尊重』
に目が向き、自分の『未来への希望』を見出すこ
とができていた。これらから、受講したことで、
学生に内面的な学びや気づきが生じ、前向きな気
持ちに変化していったことが考えられた。
3) 受講後の心理的変化
　栗田ら (2007) は、本研究と同様のプログラムに
よる、思春期ピア・カウンセラー養成講座を受講
した看護学生 115 名を対象として、受講後の自由
記述内容を質的に分析した結果、受講後には「自
己認識の変化」が確認され、「コミュニケーショ
ン力の変化」につながり、「生き方の変化（能動的
態度の形成・自己の人生観の変化）」となったと
述べている。本研究においても、これに類似した
受講後の自由記述内容を確認することができた。
　自由記述内容からみた受講後の学生の心理的変
化について、図 1に示す。
　学生は受講により、【エンカウンターの効果】【ス
キル獲得の効果】、さらに、仲間による支え合い
である【ピアの効果】を実感し、それが、【受講に
よる変化】につながり、『自身の変化』『挑戦する
気持ち』、また、学んだスキルや態度から、『生活
や社会での活用や意欲』として前向きな気持ちへ
と変化した。
　さらに、このような受講による心理的変化が、
フェイススケール得点の上昇、つまりQOL の向
上につながったのではないかと考えられた。一方
図1　自由記述内容からみた受講後の心理的変化
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で、少数の学生は、緊張や不安、不全感などを感
じていた。今後、授業を実施する際には、そのよ
うな学生がいることを念頭に置き、緊張や不安を
ほぐすための声掛けや丁寧な説明等の配慮をして
いく必要がある。
4．今後の課題
　本研究は対象者が 18 名と限られたため、今後
は学年のより低い大学生を対象として対象者を増
やし、更なる検証をする必要がある。また、今回
は、既存のプログラムの評価尺度であるフェイス
スケールを用いたことでQOLの評価となったが、
今後はQOL を測定できる他の指標の使用も検討
していく必要がある。
　本研究により、受講した多くの学生に心理的変
化として前向きな気持ちが確認できたため、今後
も大学生を対象に授業を行い、さらには、対人関
係スキルがより求められる看護学生に対してもこ
のようなスキルを学ぶ機会を提供していきたい。
5. 利益相反
　本研究における利益相反はなし。
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